
今日、我が国には、肝炎ウイルスに感染し、あるいは肝炎に罹患した者が多数存在

し、肝炎が国内最大の感染症となつている。

肝炎は、道切な治療を行わないまま放置すると慢性化し、肝硬変、肝がんといつた

より重篤な疾病に進行するおそれがあることから、これらの者にとつて、将来への不安

は計り知れないものがある。

戦後の医療の進歩、医学的知見の積重ね、科学技術の進展により、肝炎の克服に

向けた道筋が開かれてきたが、他方で、現在においても、早期発見や医療へのアクセ

スにはいまだ解決すべき課題が多く、さらには、肝炎ウイルスや肝炎に対する正しい

理解が、国民すべてに定着しているとは言えない。

B型肝炎及びC型肝炎に係るウイルスヘの感染については、国の貴めに帰すべき

事由によりもたらされ、又はその原因が解明されていなかつたことによりもたらされた

ものがある。特定の血液凝固因子製剤にC型肝炎ウイルスが混入することによつて不

特定多数の者に感染被害を出した薬害肝炎事件では、感染被害者の方々に甚大な

被害が生じ、その被害の拡大を防止し得なかつたことについて国が責任を認め、集団

予防接種の際の注射器の連続使用によってB型肝炎ウイルスの感染被害を出した予

防接種禍事件では、最終の司法判断において国の責任が確定している。

このような現状において、肝炎ウイルスの感染者及び肝炎患者の人権を尊重しつ

つ、これらの者に対する良質かつ適切な医療の提供を確保するなど、肝炎の克服に

向けた取組を一層進めていくことが求められている。

ここに、肝炎対策に係る施策について、その基本理念を明らかにするとともに、これ

を総合的に推進するため、この法律を制定する。

肝資対策基本法案 (概要)

1 基本理念
① 肝炎研究を推進し、その成果等を普及・活用・発展させること。

② 居住地域にかかわらず肝炎検査を受けることができるようにすること。

③ 居住地域にかかわらず肝炎医療を受けることができるようにすること。

④ ①から③までの措置を講ずるに当たつては、肝炎患者等であることを理由に差

別されないように配慮するものとすること。

2 責務
国、地方公共団体、医療保険者、国民及び医師等の責務を規定すること。
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3 肝炎対策基本指針
厚生労働大臣は、肝炎対策の総合的な推進を図るため、肝炎の予防及び医療の推

進の基本的方向等について定める肝炎対策基本指針を策定すること。

4 国及び地方公共団体が講ずる基本的施策

・肝炎予防に関する啓発及び知識の普及その他肝炎予防の推進のため必要な施策を

講ずること。

・肝炎検査の質の向上を図るために必要な施策を講ずるとともに、肝炎検査に関す

る普及啓発等を行 うこと。

・肝炎医療に係る専門知識・技能を有する医師等の育成を図ること。

・専門的な肝炎医療の提供等を行う医療機関の整備を図ること。

・肝炎患者に係る経済的負担を軽減するために必要な施策を講ずること。
・肝炎患者の医療を受ける機会の確保及び療養生活の質の維持向上のために必要な

施策を講ずること。

研  究
・肝炎に関する研究の促進及びその成果の活用のために必要な施策を講ずること。
・肝炎医療に係る医薬品等の治験の迅速化と、肝炎医療に係る臨床研究の円滑な実

施のための環境整備を図ること。

5 肝炎対策推進協議会
肝炎対策基本指針の策定又は変更に当たつて意見を述べる機関として、肝炎対策

推進協議会を厚生労働省に置 くこと。

6 肝硬変及び肝がんに関する施策の実施等
・肝硬変及び肝がんに関 し、医薬品等の治験の迅速化と、治療水準の向上のための

環境整備を図ること。

・肝炎から進行 した肝硬変及び肝がんの患者に対する支援の在 り方については、医

療に関する状況を勘案 し、今後必要に応 じ、検討が加えられるものとすること。

7 施行期日
この法律は、平成 22年 1月 1日 から施行すること。
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肝
炎
対
策
基
本
法
案
要
綱

今
日
、
我
が
国
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
あ
る
い
は
肝
炎
に
罹
患
し
た
者
が
多
数
存
在
し
、
肝
炎
が
国
内
最
大
の

感
染
症
と
な

っ
て
い
る
。

肝
炎
は
、
適
切
な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
慢
性
化
し
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
と
い
っ
た
よ
り
重
篤
な
疾
病
に
進
行

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
に
と
つ
て
、
将
来

へ
の
不
安
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

戦
後
の
医
療
の
進
歩
、
医
学
的
知
見
の
積
重
ね
、
科
学
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
肝
炎
の
克
服
に
向
け
た
道
筋
が
開
か
れ
て
き

た
が
、
他
方
で
、
現
在
に
お
い
て
も
、
早
期
発
見
や
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
い
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
、
さ
ら
に
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
や
肝
炎
に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
、
国
民
す
べ
て
に
定
着
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
感
染
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
、

又
は
そ
の
原
因
が
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
特
定
の
血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
混
入
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
不
特
定
多
数
の
者
に
感
染
被
害
を
出
し
た
薬
害
肝
炎
事
件
で
は
、
感
染
被
害
者
の

方
々
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
そ
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
国
が
責
任
を
認
め
、
集
団
予
防
接
種

の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
に
よ
っ
て
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
被
害
を
出
し
た
予
防
接
種
禍
事
件
で
は
、
最
終
の
司
法
判

一



二

断
に
お
い
て
国
の
責
任
が
確
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
及
び
肝
炎
患
者
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る

良
質
か

つ
適
切
な
医
療
の
提
供
を
確
保
す
る
な
ど
、́
肝
炎
の
克
服
に
向
け
た
取
組
を

一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

フハ）。こ
こ
に
、
肝
炎
対
策
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。

第

一　

総
則

一
　

目
的

こ
の
法
律
は
、
肝
炎
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
保
険
者
、
国
民
及
び
医
師
等
の

責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
対
策
の
基

本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

（第

一
条
関
係
）

一
一　
基
本
理
念

肝
炎
対
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
二
条
関
係
）



①
　
肝
炎
に
関
す
る
専
門
的
、
学
際
的
又
は
総
合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
の
予
防
、
診
断
、
治
療
等
に

係
る
技
術
の
向
上
そ
の
他
の
研
究
等
の
成
果
を
普
及
し
、
活
用
し
、
及
び
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

何
人
も
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
肝
炎
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
及
び
肝
炎
患
者

（以
下

「肝
炎
患
者
等
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ

ら
ず
等
し
く
適
切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

④
　
①
か
ら
③
ま
で
に
係
る
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
肝
炎
患
者
等
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
肝
炎
患
者
等
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

〓
一　
国
の
責
務

国
は
、
二
の
基
本
理
念

（四
に
お
い
て

「基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、

及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
。

（第
二
条
関
係
）

四
　
地
方
公
共
団
体
の
責
務

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
肝
炎
対
策
に
関
し
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
。

（第
四
条
関
係
）

一二
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四

五
　
医
療
保
険
者
の
責
務

医
療
保
険
者
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
肝
炎
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
、
肝
炎
検
査
に
関

す
る
普
及
啓
発
等
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
五
条
関
係
）

エハ
　
国
民
の
責
務

国
民
は
、
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
肝
炎
患
者
等
が
肝
炎
患
者
等
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
差
別
さ
れ
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
の
予
防
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
努
め
、
必
要
に
応
じ
、
肝
炎
検
査
を
受
け
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
六
条
関
係
）

七
　
医
師
等
の
責
務

医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
肝
炎
対
策
に
協
力
し
、
肝
炎
の
予
防
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
深
く
認
識
し
、
良
質
か
つ
適
切
な
肝
炎
医
療
を
行
う
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
七
条
関
係
）

人
　
法
制
上
の
措
置
等

政
府
は
、
肝
炎
対
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な



い
こ
と
。

（第
人
条
関
係
）

第
二
　
肝
炎
対
策
基
本
指
針

一　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針

（以
下

「肝
炎
対
策
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
九
条
第

一
項
関
係
）

肝
炎
対
策
基
本
指
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
九
条
第
二
項
関
係
）

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
の
推
進
の
基
本
的
な
方
向

肝
炎
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項

肝
炎
検
査
の
実
施
体
制
及
び
検
査
能
力
の
向
上
に
関
す
る
事
項

肝
炎
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
に
関
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
事
項

肝
炎
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項

肝
炎
医
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
研
究
開
発
の
推
進
に
関
す
る
事
項

肝
炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
並
び
に
肝
炎
患
者
等
の
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
事
項

五

③ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①



エハ

⑨
　
そ
の
他
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

〓
一　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協

議
す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
九
条
第
二
項
関
係
）

四
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
そ
の

他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
九
条
第
四
項
関
係
）

五
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
及
び
肝
炎
対
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、

少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
変
更
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（第
九
条
第
五
項
関
係
）

エハ
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
て
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
策
定

の
た
め
の
資
料
の
提
出
又
は
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
策
で
あ
っ
て
当
該
行
政
機
関
の
所
管
に
係
る

も
の
の
実
施
に
つ
い
て
、
必
要
な
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（第
十
条
関
係
）

第
二
　
基
本
的
施
策

肝
炎
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進



１
　
肝
炎
の
予
防
の
推
進

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
そ
の
他
の
肝
炎
の
予
防
の
推
進
の
た
め

に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十

一
条
関
係
）

２
　
肝
炎
検
査
の
質
の
向
上
等

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
の
早
期
発
見
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
検
査
の
方
法
等
の
検
討
、
肝
炎
検
査
の
事
業

評
価
の
実
施
、
肝
炎
検
査
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
肝
炎
検
査
の
質
の
向
上
等

を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
肝
炎
検
査
の
受
検
率
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
検
査
に
関
す

る
普
及
啓
発
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
二
条
関
係
）

一
一　
肝
炎
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等

１
　
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ
ン
治
療
等
の
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
、
肝
庇
護
療
法
そ
の
他
の
肝
炎
医
療
に

携
わ
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
三
条
関
係
）

七



―
、
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２
　
医
療
機
関
の
整
備
等

①
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
等
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
そ
の
状
態
に
応
じ
た
適

切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
的
な
肝
炎
医
療
の
提
供
等
を
行
う
医
療
機
関
の
整
備
を
図
る

た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
四
条
第

一
項
関
係
）

②
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
等
に
対
し
適
切
な
肝
炎
医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
①
の
医
療
機
関
そ
の

他
の
医
療
機
関
の
間
に
お
け
る
連
携
協
力
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
四
条
第
二
項
関
係
）

３
　
肝
炎
患
者
の
療
養
に
係
る
経
済
的
支
援

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
が
必
要
に
応
じ
適
切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
肝
炎
患

者
に
係
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
五
条
関
係
）

４
　
肝
炎
医
療
を
受
け
る
機
会
の
確
保
等

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
が
肝
炎
医
療
を
受
け
る
に
当
た
つ
て
入
院
、
通
院
等
に
支
障
が
な
い
よ
う
医

療
機
関
、
肝
炎
患
者
を
雇
用
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
す
る
者
間
の
連
携
協
力
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
そ
の
他
の
肝
炎
患



者
が
肝
炎
医
療
を
受
け
る
機
会
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
肝
炎
患

者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
に
関
す
る
研
修
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
そ
の
他
の
肝
炎
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の

維
持
向
上
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
六
条
関
係
）

５
　
肝
炎
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
提
供
体
制
の
整
備
等

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等
、
そ
の
家
族
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
関
係
者
に
対
す
る
相
談
支
援
等
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
七
条
関
係
）

〓
一　
研
究
の
推
進
等

１
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
革
新
的
な
肝
炎
の
予
防
、
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
方
法
の
開
発
そ
の
他
の
肝
炎
の
罹

患
率
及
び
肝
炎
に
起
因
す
る
死
亡
率
の
低
下
に
資
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
研
究
が
促
進
さ
れ
、
並
び
に
そ
の
成
果
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
人
条
第

一
項
関
係
）

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
医
療
を
行
う
上
で
特
に
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
早
期
の
薬
事
法

の
規
定
に
よ
る
製
造
販
売
の
承
認
に
資
す
る
よ
う
そ
の
治
験
が
迅
速
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
、
並
び
に
肝
炎
医
療
に
係
る

九



一
〇

標
準
的
な
治
療
方
法
の
開
発
に
係
る
臨
床
研
究
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
環
境
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

（第
十
人
条
第
二
項
関
係
）

第
四
　
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会

一　

厚
生
労
働
省
に
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
関
し
、
第
二
の
三
の
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会

（以

下

「協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
こ
と
。

（第
十
九
条
関
係
）

一
一　
協
議
会
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
こ
と
。

（第
二
十
条
第

一
項
関
係
）

〓
一　
協
議
会
の
委
員
は
、
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
を
代
表
す
る
者
、
肝
炎
医
療
に
従
事
す
る
者
並
び
に
学
識

経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
。

（第
二
十
条
第
二
項
関
係
）

四
　
協
議
会
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
こ
と
。

（第
二
十
条
第
二
項
関
係
）

五
　
一
一か
ら
四
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
。

（第
二
十
条
第
四
項
関
係
）

第
五
　
施
行
期
日
等

一　
施
行
期
日



こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

（附
則
第

一
条
関
係
）

一
一　
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
に
関
す
る
施
策
の
実
施
等

１
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
に
関
し
、
そ
の
治
療
を
行
う
上
で
特
に
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及

び
医
療
機
器
の
早
期
の
薬
事
法
の
規
定
に
よ
る
製
造
販
売
の
承
認
に
資
す
る
よ
う
そ
の
治
験
が
迅
速
か
つ
確
実
に
行
わ

れ
、
並
び
に
新
た
な
治
療
方
法
の
研
究
開
発
の
促
進
そ
の
他
治
療
水
準
の
向
上
が
図
ら
れ
る
た
め
の
環
境
の
整
備
の
た

め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（附
則
第
二
条
第

一
項
関
係
）

２
　
肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
の
患
者
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
患
者
に
対
す

る
医
療
に
関
す
る
状
況
を
勘
案
し
、
今
後
必
要
に
応
じ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（附
則
第
二
条
第

二
項
関
係
）

〓
一　
そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。



肝
炎
対
策
基
本
法
案

目
次前

文
第

一
章
　
総
則

（第

一
条
―
第
人
条
）

第
二
章
　
肝
炎
対
策
基
本
指
針

（第
九
条

・
第
十
条
）

第
二
章
　
基
本
的
施
策

第

一
節
　
肝
炎
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進

（第
十

一
条

・
第
十
二
条
）

第
二
節
　
肝
炎
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等

（第
十
三
条
―
第
十
七
条
）

第
二
節
　
研
究
の
推
進
等

（第
十
人
条
）

第
四
章
　
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会

（第
十
九
条

・
第
二
十
条
）

附
則

今
日
、
我
が
国
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
あ
る
い
は
肝
炎
に
罹
患
し
た
者
が
多
数
存
在
し
、
肝
炎
が
国
内
最
大
の

感
染
症
と
な
っ
て
い
る
。



二

肝
炎
は
、
適
切
な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
慢
性
化
し
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
と
い
つ
た
よ
り
重
篤
な
疾
病
に
進
行

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
に
と
っ
て
、
将
来

へ
の
不
安
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

戦
後
の
医
療
の
進
歩
、
医
学
的
知
見
の
積
重
ね
、
科
学
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
肝
炎
の
克
服
に
向
け
た
道
筋
が
開
か
れ
て
き

た
が
、
他
方
で
、
現
在
に
お
い
て
も
、
早
期
発
見
や
医
療

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
い
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
、
さ
ら
に
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
や
肝
炎
に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
、
国
民
す
べ
て
に
定
着
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
係
る
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
感
染
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
い

又
は
そ
の
原
因
が
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

′り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
特
定
の
血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
混
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
特
定
多
数
の
者
に
感
染
被
害
を
出
し
た
薬
害
肝
炎
事
件
で
は
、
感
染
被
害
者
の

方
々
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
そ
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
国
が
責
任
を
認
め
、
集
団
予
防
接
種

の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
に
よ
つ
て
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
被
害
を
出
し
た
予
防
接
種
禍
事
件
で
は
、
最
終
の
司
法
判

断
に
お
い
て
国
の
責
任
が
確
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
及
び
肝
炎
患
者
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
を
確
保
す
る
な
ど
、
肝
炎
の
克
服
に
向
け
た
取
組
を

一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い



Ｚ
Ｏ

。

こ
こ
に
、
肝
炎
対
策
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。

第

一
章
　
総
則

（目
的
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
肝
炎
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
保
険
者
、
国
民
及
び
医
師
等

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
対
策
の
基

本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（基
本
理
念
）

第
二
条
　
肝
炎
対
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

肝
炎
に
関
す
る
専
門
的
、
学
際
的
又
は
総
合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
の
予
防
、
診
断
、
治
療
等
に
係

る
技
術
の
向
上
そ
の
他
の
研
究
等
の
成
果
を
普
及
し
、
活
用
し
、
及
び
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

一
一　
何
人
も
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
肝
炎
に
係
る
検
査

（以
下

「肝
炎
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る

三



四

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

〓
一　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
及
び
肝
炎
患
者

（以
下

「肝
炎
患
者
等
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら

ず
等
し
く
適
切
な
肝
炎
に
係
る
医
療

（以
下

「肝
炎
医
療
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四
　
ユ型
舌
万
に
係
る
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
肝
炎
患
者
等
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
肝
炎
患
者
等
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（国
の
責
務
）

第
二
条
　
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念

（次
条
に
お
い
て

「基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
策

定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
肝
炎
対
策
に
関
し
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（医
療
保
険
者
の
責
務
）

第
五
条
　
医
療
保
険
者

（介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
を
い
う
。
）



は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
肝
炎
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
、
肝
炎
検
査
に
関
す
る
普
及
啓
発
等

の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（国
民
の
責
務
）

第
六
条
　
国
民
は
、
肝
炎
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
肝
炎
患
者
等
が
肝
炎
患
者
等
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
差
別
さ
れ
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
の
予
防
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
努
め
、
必
要
に
応
じ
、
肝
炎
検
査
を
受
け
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（医
師
等
の
責
務
）

第
七
条
　
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
肝
炎
対
策
に
協
力
し
、
肝
炎

の
予
防
に
寄
与
す

る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
深
く
認
識
し
、
良
質
か

つ
適
切
な
肝
炎
医
療
を
行
う
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（法
制
上
の
措
置
等
）

第
人
条
　
政
府
は
、
肝
炎
対
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

五



エハ

第
二
章
　
肝
炎
対
策
基
本
指
針

（肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
策
定
等
）

第
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針

（以

下

「肝
炎
対
策
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
肝
炎
対
策
基
本
指
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一　
肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
の
推
進
の
基
本
的
な
方
向

一
一　
肝
炎
の
予
防
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
事
項

肝
炎
検
査
の
実
施
体
制
及
び
検
査
能
力
の
向
上
に
関
す
る
事
項

肝
炎
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項

肝
炎
の
予
防
及
び
肝
炎
医
療
に
関
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
事
項

肝
炎
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項

肝
炎
医
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
研
究
開
発
の
推
進
に
関
す
る
事
項

肝
炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
並
び
に
肝
炎
患
者
等
の
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
事
項

八 七 六 五 四 三



九
　
そ
の
他
肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議

す
る
と
と
も
に
、
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他

適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
及
び
肝
炎
対
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、

少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（関
係
行
政
機
関

へ
の
要
請
）

第
十
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
て
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
策

定
の
た
め
の
資
料
の
提
出
又
は
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
策
で
あ
っ
て
当
該
行
政
機
関
の
所
管
に
係
る

も
の
の
実
施
に
つ
い
て
、
必
要
な
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七



ヽ

、
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第
二
章
　
基
本
的
施
策

第

一
節
　
肝
炎
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進

（肝
炎
の
予
防
の
推
進
）

第
十

一
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
そ
の
他
の
肝
炎
の
予
防
の
推
進
の
た

め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（肝
炎
検
査
の
質
の
向
上
等
）

第
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
の
早
期
発
見
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
検
査
の
方
法
等
の
検
討
、
肝
炎
検
査
の
事

業
評
価
の
実
施
、
肝
炎
検
査
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
肝
炎
検
査
の
質
の
向
上
等
を

図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
肝
炎
検
査
の
受
検
率
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
肝
炎
検
査
に
関
す
る
普
及

啓
発
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
肝
炎
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等

（専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成
）

第
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ
ン
治
療
等
の
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
、
肝
庇
護
療
法
そ
の
他
の
肝
炎
医



療
に
携
わ
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

（医
療
機
関
の
整
備
等
）

第
十
四
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
等
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
そ
の
状
態
に
応
じ
た
適

切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
的
な
肝
炎
医
療
の
提
供
等
を
行
う
医
療
機
関
の
整
備
を
図
る
た
め
に

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
等
に
対
し
適
切
な
肝
炎
医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
前
項
の
医
療
機
関
そ
の
他
の

医
療
機
関
の
間
に
お
け
る
連
携
協
力
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（肝
炎
患
者
の
療
養
に
係
る
経
済
的
支
援
）

第
十
五
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
が
必
要
に
応
じ
適
切
な
肝
炎
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
肝
炎

患
者
に
係
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（肝
炎
医
療
を
受
け
る
機
会
の
確
保
等
）

第
十
六
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
患
者
が
肝
炎
医
療
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
入
院
、
通
院
等
に
支
障
が
な
い
よ
う

九



一
〇

医
療
機
関
、
肝
炎
患
者
を
雇
用
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
す
る
者
間
の
連
携
協
力
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
そ
の
他
の
肝
炎
患
者

が
肝
炎
医
療
を
受
け
る
機
会
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
肝
炎
患
者
の
療

養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
に
関
す
る
研
修
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
そ
の
他
の
肝
炎
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
の

た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（肝
炎
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
提
供
体
制
の
整
備
等
）

第
十
七
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
肝
炎
患
者
等
、
そ
の
家
族
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
関
係
者
に
対
す
る
相
談
支
援
等
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
研
究
の
推
進
等

第
十
人
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
革
新
的
な
肝
炎
の
予
防
、
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
方
法
の
開
発
そ
の
他
の
肝
炎
の

罹
患
率
及
び
肝
炎
に
起
因
す
る
死
亡
率
の
低
下
に
資
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
研
究
が
促
進
さ
れ
、
並
び
に
そ
の
成
果
が
活
用

さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
炎
医
療
を
行
う
上
で
特
に
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
早
期
の
薬
事
法

（昭



和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
製
造
販
売
の
承
認
に
資
す
る
よ
う
そ
の
治
験
が
迅
速
か
つ
確
実
に
行
わ

れ
、
並
び
に
肝
炎
医
療
に
係
る
標
準
的
な
治
療
方
法
の
開
発
に
係
る
臨
床
研
究
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
環
境
の
整
備
の
た
め
に

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会

第
十
九
条
　
厚
生
労
働
省
に
、
肝
炎
対
策
基
本
指
針
に
関
し
、
第
九
条
第
二
項

（同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会

（以
下

「協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

第
二
十
条
　
協
議
会
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

２
　
協
議
会
の
委
員
は
、
肝
炎
患
者
等
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
を
代
表
す
る
者
、
肝
炎
医
療
に
従
事
す
る
者
並
び
に
学
識
経

験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。

３
　
協
議
会
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

４
　
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

一
一



一
二

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
に
関
す
る
施
策
の
実
施
等
）

第
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
に
関
し
、
そ
の
治
療
を
行
う
上
で
特
に
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及

び
医
療
機
器
の
早
期
の
薬
事
法
の
規
定
に
よ
る
製
造
販
売
の
承
認
に
資
す
る
よ
う
そ
の
治
験
が
迅
速
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
、

並
び
に
新
た
な
治
療
方
法
の
研
究
開
発
の
促
進
そ
の
他
治
療
水
準
の
向
上
が
図
ら
れ
る
た
め
の
環
境
の
整
備
の
た
め
に
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
肝
炎
か
ら
進
行
し
た
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
の
患
者
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
患
者
に
対
す
る
医

療
に
関
す
る
状
況
を
勘
案
し
、
今
後
必
要
に
応
じ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（厚
生
労
働
省
設
置
法
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第

一
項
第
十
七
号
の
二
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十
七
の
三
　
肝
炎
対
策
基
本
法

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
　
　
　
口こ

第
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
肝
炎
対
策
基
本
指
針

の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。



「が
ん
対
策
推
進
協
議
会

第
六
条
第
二
項
中

「が
ん
対
策
推
進
協
議
会
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
」

第
十

一
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
）

第
十

一
条
の
四
　
肝
炎
対
策
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
肝
炎
対
策
基
本
法

（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る

と

こ
ろ

に

よ

る
。

一
一一一



理
　
由

今
日
、
我
が
国
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
あ
る
い
は
肝
炎
に
罹
患
し
た
者
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
、
肝
炎
は
適
切

な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
慢
性
化
し
、
よ
り
重
篤
な
疾
病
に
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
肝
炎
が
国
民
の
生

命
及
び
健
康
に
と
つ
て
重
大
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
肝
炎
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
肝
炎
対
策

に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
保
険
者
、
国
民
及
び
医
師
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
肝

炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
肝
炎
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

一
五



肝
炎
対
策
基
本
法
案
　
新
旧
対
照
表

○
厚
生
労
働
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
（抄
）
（附
則
第
二
条
関
係
）

（所
掌
事
務
）

第
四
条
　
厚
生
労
働
省
は
、
前
条

の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事

務
を

つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
七
の
二

　

（略
）

Ｈ
Ｊ

の‐
司
＝
耐
刻
創
樹
側
¶
綱
「
割
Ｊ
判
＝
＝
剤
Ⅷ
鮒
¶
州
―
Ｉ
Ｊ
月
「
利
ナＬ‐

条
第

一
項
に
規
定
す
る
肝
炎
対
策
基
本
指
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
Ｌ
ｃ

十
人
～
百
十

一
　

（略
）

２
　
略（設

置
）

第
六
条

　

（略
）

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
厚
生

労
働
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会

が
ん
対
策
推
進
協
議
会

川
刻
川
剣
川
週
捌
訓
剣

中
央
最
低
賃
金
審
議
会

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（所
掌
事
務
）

第
四
条
　
厚
生
労
働
省
は
、
前
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事

務
を

つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
七
の
二

　

（略
）

～
百
十

一
　

（略
）

（設
置
）

第
六
条
　
　
（略
）

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
厚
生

労
働
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
木
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会

が
ん
対
策
推
進
協
議
会

中
央
最
低
賃
金
審
議
会

2
ト

略 ノヽ



労
働
保
険
審
査
会

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

社
会
保
険
審
査
会

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

剣
＝
＝
刻

の‐
回
‐
川
刻
川
剣
川
週
剛
訓
剣
呵

つ―
州
ｑ
嘲
湖
側
翻
釧
側
¶
釧
劇

こ―

れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）

の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

労
働
保
険
審
査
会

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

社
会
保
険
審
査
会

（新
設
）


